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論文題目 橋梁の“いろ”と“かたち”の印象に関する一考察 

本 研 究 は 、 橋 梁 景 観 の 印 象 に 対 し て “ い ろ ” と “ か た ち ” の 要 素 が ど の よ う

に 影響 するの かを調 べ 、 総合評 価手法 を提 案する ことを 目的 として いる。  

そ こ で 本研究 では、 “い ろ” の 評価手 法と して 3 色配色 設計 手法を 用いた 。

こ の手 法は、 「 3 色 配色の S e m a n t i c  D i f f e r e n t i a l 法 による 感情 分析」 という 、主

に 工 業 デ ザ イ ン に お け る 色 彩 設 計 手 法 の 研 究 成 果 を ま と め ら れ た も の を 改 良 し

て 考 案 さ れ 、 さ ら に 村 田 が 改 良 を 行 い 、 橋 梁 景 観 の 中 に 占 め る 色 彩 の 面 積 を 考

慮 し、 こころ よさ、 はな やかさ 、目立 ち、 年齡感 4 つの 因子 におけ る 感情 値を

求 め、 判定を 行う手 法で ある。  

ま た 、 “ か た ち ” の 評 価 手 法 と し て は フ ラ ク タ ル 次 元 を 用 い た 。 フ ラ ク タ ル

次 元 と は 、 図 形 の 複 雑 さ を 表 し た 数 値 で あ り 、 容 易 に 算 出 す る こ と が で き る た

め 、 形 態 評 価 の 指 標 と し て よ く 用 い ら れ て い る 。 さ ら に 、 フ ラ ク タ ル 次 元 に は

数 多 く の 定 義 が あ る が 、 橋 梁 景 観 分 野 で よ く 用 い ら れ て い る 「 粗 視 化 の 度 合 い

を 変 え る 方 法 （ ボ ッ ク ス カ ウ ン テ ィ ン グ 法 ） 」 と い う 手 法 を 用 い た 。 こ の 手 法

は 、 画 像 を 正 方 格 子 で 分 割 し 画 像 平 面 上 に あ る 形 態 と 重 な る 格 子 数 か ら 次 元 を

求 める 方法で ある。 なお ここで の形態 とは 、本研 究では 輪郭 線のこ とであ る。  

こ れ ら の 手 法 を 用 い て 、 様 々 な 橋 梁 画 像 の 評 価 を 行 い 、 得 ら れ た 結 論 を 以 下

に 示す 。  

 橋 梁 の 色 彩 に つ い て は 、 橋 梁 の 色 彩 と 周 辺 環 境 の 色 彩 に 差 も 持 た せ る こ と

で 、 こ こ ろ よ さ 、 は な や か さ 、 目 立 ち 、 年 齡 感 、 ど の コ ン セ プ ト に も 沿 っ

た 橋梁 を設計 できる 。  

 橋 梁 の 形 態 は 、 直 線 的 な 構 造 に す る こ と で 、 人 々 の 印 象 に 残 り や す い 橋 梁

に 設 計 す る こ と が で き 、 輪 郭 線 が 密 集 す る こ と に よ り 形 態 評 価 が 高 く な る

傾 向が 見られ た。  

 橋 梁 景 観 の 色 彩 と 形 態 ど ち ら に 関 し て も 、 周 辺 環 境 に よ る 印 象 へ の 影 響 が

見 ら れ た 。 特 に 、 山 、 海 や 空 は 色 彩 へ の 影 響 が 大 き く 、 ビ ル 等 の 大 き な 構

造 物は 形態へ の影響 が大 きかっ た。  

 橋 梁 の 設 計 を 行 う 際 、 フ ラ ク タ ル 次 元 に よ り 橋 梁 の 形 式 を 選 定 し 、 三 色 配

色 設 計 を 用 い て 塗 色 す る 色 彩 を 選 定 す る こ と で 、 総 合 的 に 評 価 ・ 設 計 で き

る 。  
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